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2014 Open College of Hachinohe Institute of Technology 
Yoshichika FUJIOKA†, Mitsuru IWAMURA††, Naruhito KODAMA†††, Toshiei TSUKIDATE††††,
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ABSTRACT
   The 2014 open college of Hachinohe Institute of Technology (HIT) was held to present regional citizens 
with the results of the research and education. The theme of the open college was "disaster prevention, 
revival from the aftermath of the 2011 Tohoku earthquake and tsunami, measures for global warming, 
environment and energy", and the aims ware to give the pportunity for understanding each other and to 
contribute to the development of culture and industry in the community. The open college has twelve 
unique programs, which consists of the workshop titled effective use of the sub text to improve the ability 
of disaster prevention in educational institutions, the exercise in assembling an multi-legged robot, the 
lecture of making smart phone application softwares, the science cafe for natural renewable energy, and so 
on. About 341 persons attended the HIT open college in total, and it was closed successfully. 
Key Words: 2014 open college, energy and environment
キーワード㻌㻦 2014公開講座，エネルギーと環境㻌
㻌
1はじめに
 今年度も全学科・部局が企画した 12 件の各講
座に多くの参加者を迎え、好評のうちに平成 26
年度八戸工業大学公開講座を終了することが出
来た。
本学は地方に位置する大学として、地域社会
への貢献を重要な使命としているが、公開講座
をはじめ、産業教育実習助手の研修、インター
ンシップの受入れ、各種セミナーへの講師派遣、
出張講義等、生涯教育や資質能力の向上など
種々の要請に対し、その役割を積極的に果たし
ている。学校教育法にも「大学は成果を広く社
会に提供し社会の発展に寄与すること」と社会
貢献に関する条項が追加されるようになり、大
学がより積極的に社会貢献へ取り組むことが求
められている。中でも公開講座は地域の多くの
市民と交流深める意義深い社会貢献のひとつと
なっている。今回の講座では、昨年に引き続き
平成 27年 1月 8日 受付
† システム情報工学科・教授
†† バイオ環境工学科・准教授
††† システム情報工学科・准教授
†††† 土木建築工学科・教授
††††† 基礎教育研究センター・准教授
†††††† 感性デザイン学科・教授
††††††† 機械情報技術学科・講師
†††††††† 電気電子システム学科・教授
††††††††† システム情報工学科・教授
— 54 —
八戸工業大学紀要　第 34 巻
八戸工業大学紀要 第 34 巻
−2 −
「防災・震災復興・地球温暖化対策・環境・エ
ネルギー」をメインテーマとして全学科・部局
がそれぞれの特色を生かして講座を企画し、合
計 12件の講座による実施となった。
2開講の経過
本学は北東北の工科系高等教育機関として、
この地域における教育研究に対する付託を担い
活発な活動を展開しているところであるが、毎
年その成果の一端を公開講座として広く地域の
市民に公開し、多くの受講生を受け入れてきた。
また、大学が公開講座を実施することは学則に
も謳われている。
 今年度の公開講座では昨年に引き続き、本学
が標榜している「防災・震災復興・地球温暖化
対策・環境・エネルギー」をメインテーマとし、
かつ学科・部局ごとの特徴が十分現れることに
も配慮し、それぞれの講座内容を計画すること
とした。また、講座の実施に当たっては、例年
どおり学務部の下に、各部局から選出された公
開講座担当者、教務委員および教務課職員より
成る公開講座ワーキンググループを結成し、講
座内容、実施時期、予算、広報活動等を検討し、
計画立案した。また、今年度の講座実施運営に
ついて下記の方針を確認した。
1講座は、各学科・部局が少なくとも 1 テーマ
を担当する。内容は各学科・部局の特徴が現
れるように計画する。
2各講座においては、各定員の範囲内で多くの
参加者が得られるように努める。対象年齢は
講座の趣旨により異なるが、全体として幅広
い世代の参加者の呼び込みを図る。
3適切な参加費を徴収する。予算は前年度並み
として計画するが、予算決定時に必要に応じ
調整する。
3講座の概要
 12 件の講座内訳は、環境・エネルギー関連の
講座（講演会および体験学習）が 5件、人文系の
講座・講演会・鑑賞会等が 3件、ものづくり講座
が 3件、ITに関する講座が 1件で、いずれも関心
の高い内容の講座であった。各講座の詳細は以
下のとおりである。
3.1 牛乳とヨーグルトを科学しよう
開催部局：工学部 バイオ環境工学科
開催日時：9月 28日（日）10:00～12:30
開催場所：八戸工業大学 バイオ環境工学専
門棟 B101
参加者数：26名（19組）

図 3.1.1 公開講座のポスター
1目的
 身近な食品の一つである牛乳やヨーグルトに
対して消費者の理解を高め、それを通じて食品
産業全体や科学への興味関心を向上させること
により、将来的な農業・食品のあり方と環境へ
の影響について意識づけるのを目的とした。
図 3.1.1に本講座のポスターを示す。
2概要
 牛乳についての基本的な説明を行い、市販の
牛乳の種類について講義した。同時に、ヨーグ
ルトがどのような牛乳から製造されるのか、と
くに乳酸菌の働きについてわかりやすく説明し
た。
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 あわせて牛乳やヨーグルトを用いた簡単な実
験も行った。牛乳アレルゲンであるβ－ラクト
グロブリンの測定をはじめ、牛乳とヨーグルト
の pH 測定、ヨーグルトに含まれている乳酸菌の
顕微鏡観察を行った（図 3.1.2）。
図 3.1.2 講師による実験の説明
3受講者の反応（アンケート結果を含む）
受講生は小学 2 年生から 70 代後半の方まで、
年齢には大きな幅があった。講義内容は高校生
以上だったのかもしれないが、全体的には牛乳
やヨーグルトに興味を持てた様子であった。
実験を行う際に 7名ずつにグループ分けしたが、
お互いに作業を確認して相互に連携を取りなが
ら実験・観察が有意義かつ和気藹々と進めてい
た。3 つの実験を通して、「試験紙の色がどのよ
うに変化するのか？」とか「これが乳酸菌？」
といった素朴な意見が出された。中でも、スラ
イドガラスで乳酸菌の標本を作り、顕微鏡で乳
酸菌を観察できた時には歓声が上がった。
講座の最後には、市販されている数種類のヨ
ーグルトや牛乳の試食試飲があり、各々の製品
の成分の違いを体験でき、これからは目的にあ
った牛乳やヨーグルトを購入しようとの意見も
あった。
なお、本講座終了後のアンケートから、内容
や開催時間などほとんどの参加者の方が、満足
できた様子だった。
4課題他
 毎年、広報のあり方が課題として挙げられて
きたが、今回もポスターやチラシの配り方など
に問題を残した。アンケートの結果から、講座
の案内を知ったのは、学校でのポスターやパン
フレットからが 8 名、新聞の折り込みチラシが 7
名、広報八戸が 3名であった。そのうち、学校に
関しては、ポスターやチラシを確実に掲示して
戴けるには、郵送よりも直接配布して回るのが
一番有効と思われる。
 また今回は工大二高の生徒が 5名ほど参加して
いたが、工大一高からの参加者はなかった。そ
れは工大二高教員による取り纏めがあったため
と考えられる。今後の開催では工大一高にもっ
と積極的に情報提供し、教員からも声がけして
もらう必要があるだろう。
3.2 サイエンスカフェin二戸
－自然の恵み“風と太陽”を活かす！－
開催部局：エネルギー環境システム研究所
開催日時：9月 29日（月）14:30～16:40
開催場所：二戸市シビックセンター
参加者数：8名
図 3.2.1 公開講座のポスター、チラシ
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1目的
二戸市は、早い時期に稲庭高原風力発電所が
建設されている他、約 20 基の風力発電機を有す
る大規模風力発電所の計画もある。そのような
二戸市において「サイエンスカフェ in 二戸 －自
然の恵み“風と太陽”を活かす！－」と題して公開
講座を開催し、風力発電および太陽光の利用な
どについて、科学的に掘り下げて示し、参加者
と自然の恵みを活かす方法を一緒に考える。
2概要
 本講座は、岩手県の県北広域振興局および二
戸市と連携し、図 3.2.1 に示すように岩手県二戸
市の「二戸市シビックセンター」において、9 月
29 日の午後 14:30 から行われた。対象者は一般
（小学生以上）であり、受講料は無料、募集人
員は 50 名である。なお、事前申し込みは不要と
している。
講座は、講演 1と講演 2の二つに分けられてお
り、講演 1では小玉准教授が「風の力で電気を生
み出す－風力発電とは－」と題して、講演 2では
青木客員教授が「お日様の恩恵を科学する－縁
側のぬくもりから天日干しの旨みまで－」と題
して実験器具を用いた小実験を行いながら講演
した。
小玉准教授は、風の力で電気を生み出す風力
発電にもっと興味を持ってもらうことを目的に、
①風力発電の概要として、風力発電の利点、地
球温暖化問題、発電コスト、ヨーロッパの状
況、日本の状況、固定価格買取制度、経済効
果等について説明した。
②風力発電の仕組みとして、参加者が風速計や
手回し発電機等の機器を実際に使用して、風
力発電の原理を理解して頂いた。
③日本および世界の風力発電の動向についてと
題して、主要国の風力発電導入量、岩手県内
の風力発電設備等について説明した。
④風力発電の課題となっている出力変動と持続
性、台風や雷への対策、バードストライクお
よび騒音等について解説した。
青木客員教授は光の形あるいは熱の形として
私達の生活に深く関わっているお日様（太陽）
の恩恵について
①太陽熱を受けやすいように私達の住宅では南
側に縁側を設け、日当たりを良くしている。
なぜ縁側がほんわかと暖かいのか、その原理
を簡単な実験を通して説明した。
②屋外で乾燥された天日干しが美味しいと言わ
れているのは、実は太陽の光の効果であるこ
とを、北海道松前町でのイカの実験結果等を
通して説明した。
③私達が生きるためのエネルギー源である食糧
は太陽の光の作用（光合成）で作られている。
太陽光はお米や野菜等の食料生産にとっても
重要なエネルギー源である。その光合成の反
応に太陽の光がどのように関与しているか、
簡単な実験を通して植物と太陽光との密接な
関係を説明した。
図 3.2.2 講演 1の様子（小玉准教授）
図 3.2.3 講演 2の様子（青木客員教授）
3受講者の反応
 今回の講座の参加者は 8名であり、開催日が平
日であったことも原因と思われるが、会社員や
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小中高校生などの参加は無かった。講演 1および
講演 2 における受講中の参加者の様子を図 3.2.2、
図 3.2.3 に示す。新聞の広報を見て、八戸から参
加された方や自社商品開発の参考に参加された
方もあり、参加者は比較的少なかったが、皆熱
心に聴講しており、講演後の質疑応答でも多数
の質問が出ていた。また、自社商品の製造現場
を見に来て欲しい要望が寄せられ、後日講師が
会社に出向き、技術指導を行った。
 「本講座を知った方法」、「講演の難易度」、
「自由記述」、「要望」についてアンケートを
実施した結果は図 3.2.4～図 3.2.6 のようになった。
まず、本講座を知った方法は、図 3.2.4 に示され
ているように「ポスター、チラシ」が最も多く
50%、次に「新聞情報欄」が 25%となった。結果
として、チラシの効果が大きいようにも思われ
るが、絶対数が少ないため本当に効果が大きか
ったかは疑問が残る。
次に、講演の難易度については図 3.2.5、図
3.2.6 から「難しかった」「やさしかった」が 0%
となり、参加者に合った難易度であったことが
分かる。また、自由記述においては「また、参
加したいと思います。」などの感想があり、お
おむね好評であった。さらに、今後の内容につ
いて、「毎日の生活（小規模事業程度）で活か
せることがあればいいと思います。」という意
見や「バイオマス発電、スターリングエンジン
等」など具体的な希望も出されていた。
4まとめと課題
 今回の講座では、岩手県二戸市の「二戸市シ
ビックセンター」において、風力発電と太陽光
利用について実験等を交え 2部構成で講演を行い
参加者は 8名であった。自社商品開発の参考に参
加された方とは、共同研究に進んでいる。県北
広域振興局の方とは、県北で生産される特産品
を紹介して頂き、新商品開発を行っている。こ
のように、大学との交流の少ない地域で行うこ
とにより、新たな展開が生まれた。また、アン
ケート結果からおおよその参加者は満足してい
たようである。なお、公開講座の開催内容は、11
月 4日のデーリー東北に掲載された。
 本講座の課題として、交流の少ない地域の開
催にあたっては聴講対象を再検討する必要があ
ると思われる。今回は主婦層などに配慮して平
日の午後に実施し、一昨年の久慈市では勤め人
や中高生に配慮して土曜日に開催したが、いず
れも参加者は伸びなかった。昨年度の洋野町で
は、町民大学と連携することによって、50 名を
超える参加者となっていたため、地域の枠組み
を利用し、協力母体と強く連携する形での開催
を検討したい。
図 3.2.4 本講座を知った方法
図 3.2.5 「風の力の有効利用」の難易度
図 3.2.6 「冬の寒さの有効利用」の難易度
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3.3 牛乳とヨーグルトを科学しよう
開催部局：工学部 バイオ環境工学科
開催日時：10月5日（日）10:00～12:00
開催場所：十和田市民文化センター第9研修室
参加者数：5名（3組）
1目的
身近な食品の一つである牛乳やヨーグルトに
対して消費者の理解を高め、それを通じて食品
産業全体や科学への興味関心を向上させること
により、将来的な農業・食品のあり方と環境へ
の影響について意識づけるのを目的とした。
2概要
牛乳についての基本的な説明を行い、市販の
牛乳の種類について講義した。同時に、ヨーグ
ルトがどのような牛乳から製造されるのか、と
くに乳酸菌の働きについてわかりやすく説明し
た。
あわせて牛乳やヨーグルトを用いた簡単な実
験も行った。牛乳アレルゲンである β－ラクトグ
ロブリンの測定をはじめ、pH 測定、ヨーグルト
に含まれている乳酸菌の顕微鏡観察を行った。
講義内容は八戸会場とほとんど同じであった
が、実験・観察では市販ヨーグルトに含まれる
プロバイオティック乳酸菌（ガセリ菌）に重点
を置いた内容であった。実験用のガセリ菌 2菌株
を用いて、通常の実験室レベルでの培養液の観
察をするとともに、市販ヨーグルトに含まれて
いる乳酸菌（サーモフィラス菌、ブルガリア
菌）を観察した。
3受講生の反応（アンケート結果を含む）
講義と体験の両方を通して、牛乳や乳酸菌に
ついての理解を深めることができた。十和田会
場では受講生が 5 名（3 組）であり、併せて会場
もそれほど広くなかったことから、スタッフが
受講生一人ひとりに対応しながら、受講生の理
解の度合いを確認して講演と実験が進めること
ができた（図 3.3.1）。また講座終了時にガセリ
菌を使用した市販ヨーグルト 3種類を試食したた
め、かなり印象に残った様子であった。
今回の公開講座の対象は身の回りの食品であ
ったため、小学生からも興味関心を引き出すこ
とができ、本講座を通して理解を深められたよ
うだった。終了後のアンケートから、今後のテ
ーマに関して、チーズや果物、青森県産の食品
を題材にしてはどうかとの意見が挙げられ、全
体的に食品についての関心の高さがうかがえた。
図 3.3.1 講師による実験説明
4課題他
毎年、広報のあり方が課題として挙げられて
きたが、今回もポスターやチラシの配り方など
に問題を残した。取り分け、八戸地域以外での
開催については、受講生を確保するための手立
ては妙案がない。因みに、講座の開催を知った
のは、新聞のチラシが 2 名、学校のポスターが 1
名であった。
また参加者の中から、学科についての詳細な
研究内容等についての紹介を望む声があった。
会場の時間の関係上、時間調整が非常に難しく
今回は対応が不可能であったが、このような参
加者に関しては、公開講座終了後に個別に対応
してもいいのではないかと思われる。
以上をまとめると、本大学に関心がある県民
はいるが、情報伝達が不十分でうまく行き届い
ていないと思われる。これからの公開講座につ
いては、宣伝手法を再考して、うまく公開講座
を活用していかねばならないだろう。
3.4 学校の防災力を高めるための副読本・指
導方法に関する公開講座及び研修会
開催部局：工学部 土木建築工学科
開催日時：10月 6日（月）14:00～16:30
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開催場所：八戸市福祉公民館
参加者数：約 80名
1目的
 「学校の防災力を高めるため」の公開講座の
開催日の 10月 6日は、台風 18号通過による暴風
雨対策のために八戸市内の小中学校は臨時休校
や集団下校などに追われていたにも関わらずほ
ぼ 9 割にあたる約 80 名の防災教育担当教員の参
加で八戸市教育委員会と共催した。
 本公開講座の背景には、東日本大震災の復興
研究の一環として行ってきた「小中野小学校に
おける防災教育」の成果を地域に還元すること
があった。八戸市教育委員会が防災教育用副読
本づくりを企画しており、研究成果を副読本づ
くりだけでなく、実際に防災教育を担当してい
る各校の先生方にも活用してもらうための研修
にも役立てるために共催することになった。
 八戸市教育委員会と検討の結果、防災教育の
実践事例と副読本に関する公開講座兼研修会を
10 月に開催し、次年度に副読本を使った防災教
育の指導方法に関する研修会を開催することに
なった。研修会では、防災教育の担当者が副読
本の内容や具体的指導方法に関する課題や問題
点を討議し、副読本作りに反映させることも新
たな試みであった。
 本公開講座は研究成果を地域の専門家に還元
する新たな公開講座スタイルとして位置づける
ことができる。
2概要
 台風 18 号の最中に開催した公開講座兼研修会
は、伊藤八戸市教育長の「防災教育に取り組む
姿勢と先生方が使いやすい防災教育副読本づく
りに掛ける熱意」の挨拶から始まった。
 前半は月舘による「学校の防災力をたかめる
ために －文科省の新学習指導要領と小中野小
の実践を下に」と題した講演、後半は八戸市教
育委員会と合同の防災教育副読本づくりと指導
に関する研修会であった。
 講演の概要は、＜1．災害とは、2．防災と新学
習指導要領、3．防災教育の課題と先行事例、4．
小中野小の防災教育のあゆみ、5．おわりに－学
校の防災力をたかめるために＞の 5項目であった。
まず、防災教育担当の先生方に正確な＜災害の
定義＞を説明し、自然現象としての地震や津波
や台風や大雪は＜災害誘因＞となること、被害
の状況は生活の変化により変わること、すなわ
ち「災害も進化する」ことを理解してもらった。
次に、平成 23 年度から実施する予定であった
「新学習指導要領」では＜生きる力＞を定義し
ているが、その中に災害教育が含まれていない
一方で地域社会との連携を重要視していること、
東日本大震災後に＜学校防災マニュアル（地
震・津波災害）作成の手引＞が作成されたこと
を説明した。東日本大震災時の避難や避難所運
営に先生方の役割が大きかったことや防災マニ
ュアルが有効であったことを紹介した。そして、
小中野小における 3年間の実践経過を説明し、先
生方が＜自前＞でできる防災教育及び副読本・
手引が大切なことを提案してまとめとした。
写真 3.4.1 台風 18号の暴風雨の最中で現実感があった
写真3.4.2 小中野小学校における3年間の防災教育の
実践内容をまとめた資料
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 後半の防災教育用副読本づくりと指導方法に
関して、八戸市教育委員会から、5 月から進めて
きた防災教育担当教員 12 名による先進事例を参
考にした八戸市独自の防災副読本及び指導方法
に関する原案がまとまったことなどの説明が行
われた。
 八戸市の防災教育副読本づくりのポイントは、
震災直後に青森県教育委員会が作成した防災教
育用 DVD が実用的でなかった反省を踏まえてい
ることにある。主な問題は防災の専門家ではな
い小中高の先生方が授業や避難訓練に使う視点
が不足していたこと、一つの DVD で小学校低学
年から高校までをカバーしようとしたことであ
る。青森県教育委員会制作の防災教育教材の反
省を踏まえた八戸市の防災教育用副読本は、小
学校下学年用・小学校上学年用・中学用の 3種類
を用意して、各々3 年間で副読本の内容を無理な
く学習できるように配慮したことである。
 以上の八戸市教育委員会と八戸工業大学の協
力により作成した防災教育副読本原案をもとに 3
グループに分かれて、先生方が具体的に防災教
育に副読本を使う立場からのワークショップを
行った。
写真3.4.3 小学校下学年用副読本担当グループの様
子。下学年でもわかりやすく指導するた
めの意見が出された。
 各グループで、副読本づくりの基本姿勢や工
夫した原案の説明を行った後、実際に授業やホ
ームルームで使う視点から原案の優れている点
や修正が必要な内容の検討を行った。津波浸水
の危険が大きい学校や学校規模への対応や中学
生が避難時や避難所運営に積極的に関われるよ
うな内容の充実など多くの意見が出された。
 各副読本及び指導方法に対する意見を踏まえ
て修正することを確認してまとめとした。
3受講者の反応
 台風の最中に参加した先生方から講演と副読
本に関するアンケートに今回の八戸市教育委員
会と八戸工業大学の協力による試みに多くの評
価する意見を頂いた。
 一つは新学習指導要領における防災教育の位
置づけと防災教育実践の課題を理解できたこと
である。もう一つは、防災教育副読本が授業を
行う立場から作られ、各意見を踏まえた修正案
が作られることである。
4まとめと課題
 ワークショップ形式と連続講座を組み合わせ
た公開講座は、専門的内容を参加者に深く理解
してもらうために有効であったいえる。
 研究成果の高度な内容を専門家に提供するワ
ークショップ的連続講座として公開講座を見直
す必要があろう。
3.5 八戸工大・秋の金曜講座
第1回：「正しい」ってどういうことだ
ろう
第2回：大学で〈学ぶ〉とはどういうこ
とか
開催部局：基礎教育研究センター
開催日時：第 1回10月 17日（金）
第 2回 10月 31日（金）
各回とも 18:30～20:00
開催場所：八戸市 八戸ポータルミュージア
ムはっち 1階はっちひろば
参加者数：第 1回11名、第 2回 12名
1目的
 八戸工業大学はその名称からも工学を専門と
する大学の印象があるかもしれない。その中に
あって、基礎教育研究センターは八戸工業大学
の学生に、大学生が社会人として成長していく
ための基礎であり、将来にわたり様々な課題に
取り組む際の考え方の基盤となる科目群を提供
している部局である。これらは様々な年代の
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方々にとっても、各々の経験と照らし合わすこ
とで自己や社会を振り返るきっかけと成り得る
ものと考える。そこで、講義科目の一部を一般
向けにアレンジし、「マチナカに大学講義がや
ってくる！帰宅前のひととき、八戸工大・秋の
金曜講座で知の冒険へでかけよう！！！」と銘
打ち、聴衆と意見交換も行う公開ゼミナールと
することを目的に本講座を企画した。

図 3.5.1 本公開講座のチラシ
2概要
 各回とも、八戸市の中心市街地に立地する
「八戸ポータルミュージアムはっち」1 階の「は
っちひろば」で開催した。ここは表通りに面し
たガラス張りのオープンフロアで、「はっち」
来館者や待ち合わせの市民が自由に出入する場
所である。立ち寄り自由な気軽な雰囲気の中へ、
大学の講義を持ち込むことを試みた。聴衆も巻
き込んだゼミナール形式を意図していたが、客
席からの発話は心理的障壁が高いようであるの
で、第 2回は講師と司会との対談形式で実施した。
第 1 回は「『正しい』ってどういうことだろ
う」と題し、英語教室の高橋史朗准教授が講義
した。文明は科学とともに発展してきたが、も
し科学が与える知識が常に正しいのなら、なぜ
科学は進歩するのだろうか、という問に哲学的
な考察を加え、進歩のメカニズムを探った。
 第 2 回は「大学で〈学ぶ〉とはどういうこと
か」と題し、教職教室の松浦勉教授の講義を司
会者との対談形式で実施した。大学は最先端の
「知」と情報の発信地であるが、同時に学生の
自由で自主的な人間形成を積極的に支援する社
会的責任を負っている、という視点から、近現
代の社会状況を振り返り、大学での《学び》と
《学びあい》について考えた。

図 3.5.2 第 1回開催時の様子

図 3.5.3 第 2回開催時の様子
3受講者の反応
 オープンフロアで開催し、途中参加や立ち去
りが自由な講座であったため、アンケートの回
収率は 6 割程度に留まった。その集計結果を図
3.5.4 に示す。参加者数は各回とも十数名で、男
女比は 3:1 程度であった。講座の内容については
おおむね好意的であるが、音声が聞き取りにく
い場面があったとの具体的な指摘をいただいた。
自由記述において、「学ぶ楽しさを思い出し
ました。何で勉強するのか、その理由が自分の
中で少し増えた気がします」、「私は発展途上
国における格差、教育の不足について興味を持
っていて、今日の講演から新しい教育の見方が
でき、とても勉強になりました」、といった回
答があり、「知の冒険」を謳った本講座の目的
の一部は果たせたものと考えられる。
また、「あまり聞いている人が少なくて、残
念に思いました」、「家族、大勢の人に聞かせ
たかった」との意見もあり、講座の価値を改め
て認識すると共に、広報と継続的な開催につい
て課題が浮かびあがった。対談形式で実施した
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第 2回については、「対談形式が良かったです。
講義も対談があってもよいと感じました」、
「講演型でないのが良かった」と肯定的な意見
と共に、「話はわかりやすかったですが、やや
あちらこちらに飛んでいたように感じられまし
た」といった進行の問題を指摘する意見もいた
だいた。
今後このような講座を開催する場合の希望テ
ーマを聞いたところ、「哲学、心理学、方言の
事、色彩について、自動車、スポーツ、体力づ
くり･筋トレ･ダイエット、道路など、大学と大学
院の違い」というように幅広い分野が挙げられ
た。逆説的だが、どのような分野でも大学講義
の切り口で扱えば一般の興味を惹くものとも考
えられる。加えて、「八戸工業大学とは一体何
ぞや」、という、本学への期待とも注文とも取
れるテーマも挙げられていた。
講座の終了後に何名かの方と歓談させていた
だき、参加の動機を伺った。講座のタイトルに
興味を持ち参加したという方が複数あった他、
不意にはじまった講座の内容が興味深かったた
め最後まで参加したグループ、上司の指示によ
りボイスレコーダー持参で参加したという方、
また、自習しながら最後まで聴講した高校生も
居られた。

図 3.5.4 アンケート結果
4まとめと課題
 人通りの多い金曜の夕時、中心市街地のオー
プンフロア「はっちひろば」において、大学講
義の出前講座を開催した。アンケート結果から、
一般向けの大学講義に対する期待の大きさを確
認するとともに、大学講義の価値を広報するあ
り方と、一般向け講座を継続的に開催する体制
について課題が浮かび上がった。母数の少ない
アンケート結果ではあるが、対談形式の講座は
講演形式より判り易いとの結果が出ている。今
後の企画立案に対して留意したい。
3.6 サイエンスカフェ in 秋田
－自然に学ぶエネルギーの有効利用－
開催部局：エネルギー環境システム研究所
開催日時：10月25日（土）13:30～15:40
開催場所：協働大町ビル（秋田市）
参加者数：11名
図3.6.1 公開講座のちらし
1講座の目的
 各地で自然エネルギーを有効利用する取り組
みが注目を集めているが、本講座を開催する秋
田県でも今後風力発電の主力となる洋上風力発
電が秋田港および能代港で計画されるなど、自
然エネルギーに関する関心が高い地域である。
そこで、本講座では風の力で有効利用する風力
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発電のしくみ・可能性・課題について科学的に
掘り下げて示し、参加者と自然エネルギーの利
用方法を一緒に考える。
2概要
 本講座は、図 3.6.1 に示すように秋田県秋田市
の「協働大町ビル」において、10 月 25 日の午後
13:30 から行われた。昨年度も同様の内容で実施
されており、今年度で 2度目の開催となる。対象
者は一般であり、受講料は無料、募集人員は 50
名である。なお、事前申し込みは不要としてい
る。講座は、講演①小玉准教授の「風の力の有
効利用」と講演②野田教授の「冬の寒さの有効
利用」の二つを予定していたが、事情により講
演①のみ実施した。そのため、講演①では内容
を 3部構成に分け、第 1部では風力発電の現状や
その仕組みについて手回し発電機などを用いて
説明し、第 2部では外に出てハンディ風速計を用
いてフィールドワークを行い、第 3部では風力発
電を導入するにはどうすべきなのか、未来の風
力発電技術にはどのようなものがあるのかなど
について紹介した。
3受講者の反応
 今回の講座の参加者は 11名で、20代から 60代
まで幅広い年代から、開催地の秋田市のみなら
ず能代市や男鹿市などの近隣市町村からも参加
があった。講演時の様子を図 3.6.2 に、フィール
ドワーク中の様子を図 3.6.3 に示す。参加者は熱
心に聴講しており、小実験やフィールドワーク
も積極的に取り組んでいた。
 つぎに、「本講座を知った方法」、「講演の
難易度」、「自由記述」、「要望」についてア
ンケートを実施した結果は図 3.6.4、3.6.5 のよう
になった。まず、本講座を知った方法は、図
3.6.4 に示されているように「チラシ、ポスタ
ー」、「大学 Web ページ」、「同窓会からの案
内」が 22%と最も多かった。道の駅に配布した
チラシを見て参加された受講者はいたが、その
他の施設に配布したチラシは昨年度と同様にほ
とんど効果が無かったようである。また、今回
は八戸工業大学同窓会秋田支部総会と同じ日に
同じ会場で開催したため、同窓会の案内にチラ
シを同封した効果もあったようである。また、
講演の難易度については図 3.6.5 から「難しかっ
た」は 0%、「ちょうど良かった」が 78%であり、
おおよそ参加者に合った難易度であったことが
分かる。つぎに、自由記述においては「わかり
やすく非常に良かったです。」、「話が聞き易
く、体験もあって楽しく受けることができまし
た。」などの感想があり、おおむね好評であっ
た。さらに、今後の内容については、「秋田は
雪国なので冬の寒さの講座を是非聞きたいで
す。」という意見や「ソーラーパネルについ
て」、「建築関係について」などを求める声が
あった。また、開催方法について「講座がある
ことの PR が必要と思います。」とのコメントも
あった。

図 3.6.2 講演の様子

図 3.6.3 フィールドワークの様子
4まとめと課題
 今回の講座では、秋田県秋田市の「協働大町
ビル」において、風の力を利用する風力発電の
活用について実験やフィールドワークを交え 3部
構成で講演を行い参加者は 11 名であった。また、
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アンケート結果からおおよその参加者は満足し
ていたようである。

図 3.6.4 本講座を知った方法

図 3.6.5 「風の力の有効利用」の難易度
本講座の課題としては、第 1 に PR 不足が挙げら
れる。昨年度の反省から一度会場に出向いて準
備・周辺施設へのチラシの配布等を行ったが、
市役所や道の駅などの主要施設へのチラシ配布
の他に、地域の情報誌や折り込みチラシの活用
などを検討する必要がある。さらに、チラシで
は効率が悪いため、開催地の市民大学などの団
体と連携を取ることが必要と思われる。第 2に開
催時期の調整が挙げられる。開催日は、卒業生
の参加を見込んで秋田支部の同窓会と合わせた
が、この期間は全国的な大イベントの「第 29 回
国民文化祭・あきた 2014」が開催されていたた
め、駅周辺の主な施設が利用できず、PR の効果
もぼやけてしまったのではないかと思われる。
3.7 「あべさとこリサイタル感性の歌声
2014」（八戸工業大学感性デザイン学部
創設 10周年記念）
開催部局：感性デザイン学部 感性デザイン
学科
開催日時：10月 28日（火）16:10～17:40
開催場所：八戸工業大学AVホール
参加者数：約 100名 ※授業の一環として聴講
した感性デザイン学部の学生を含む。

図 3.7.1 本講座ポスター
1目的
感性デザイン学部感性デザイン学科では、本
学部の教育および研究の特色について、広く市
民の理解を求め、地域社会との連携を深めるこ
とを目的とした公開講座を実施している。
「あべさとこリサイタル感性の歌声」は、感
性デザイン学部創設とともに、文化・芸術体験
を学生および市民の皆さまに広く提供すること
を目指して始まり、本年で 10 周年を迎え、「感
性デザイン学部創設 10 周年記念リサイタル」と
銘打って開催することとなった。
受講者は、一般市民をはじめ授業の一環とし
て聴講した第 1 学年生～第 3 学年生（1、2 学年
「キャリアデザイン」、3 学年「特別講義」）、
フリー聴講した第 4学年生と教職員である。
2概要
今回で 10 回目を迎える二期会会員である八戸
市出身のソプラノ歌手、あべさとこ（本名：阿
部訓子）氏のソプラノコンサートである。
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ステージの演出は、長年あべさとこ氏のコン
サートを演出しており、感性デザイン学部の教
育活動にも深い理解を示してくれている地元の
音響会社であるサウンドクリエイト社（八戸市
沼館）に依頼している。
サウンドクリエイト社は、同氏の意向を十分
に汲んで訴求力の高いステージをいつも構成し
てくれている。 
教職員スタッフは、本公開講座を感性デザイ
ン学部の一大イベントと位置付け、感性デザイ
ン学科のほぼ全教職員が何らかの役割を担って
おり、D総括公開講座担当、E受付、F進
行、G記録、G会場設営･撤収、等に就いてい
る。
公演プログラムは「光と音のファンタジー」
を挟んで前半 5 曲、後半 5 曲、計 10 曲で、あべ
講師の衣装替え時間となる「光と音のファンタ
ジー」は、サウンドクリエイト社のスタッフが
得意とするところで音楽に合わせて種々の照明
器具を駆使して、会場をファンタジーな空間に
作り上げており、会場のあちらこちらから歓声
が沸き上がっていた。以下にプログラム掲げる。
1. 朧月夜
2. 若者たち
3. 水色のワルツ
4. さとうきび畑
5. タイム・トゥ・セイ・グッバイ
6. （光と音のファンタジー）
7. 津軽じょんがら節
8. アメージンググレイス
9. グラナダ
10. 八戸小唄
11. 青い国のファンタジア
＜アンコール＞
歌劇『椿姫』より「乾杯の歌」
あべ講師は、いつもコンサートの中で、学生
たちを舞台に上げての大合唱を試みているが、
今年度の合唱曲「青い国のファンタジア」にも
多くの学生が舞台に駆け上がり大きな盛り上が
りを見せてくれた。拍手喝采であった。
アンコール曲は、あべ講師の声楽の師でもあ
り、母でもあるあべのり子氏とのデュエットの
「歌劇『椿姫』より『乾杯の歌』」が披露され
たが圧巻で、大きな拍手が湧き上がり鳴り止む
ことなく舞台を大きく盛り上げてくれた。
写真 3.7.1 『青い国のファンタジア』のステージ
3受講者の反応とまとめ
一般受講者に対してのアンケート調査結果は
以下の通りである。
①開講座をどのように知りましたか？
・新聞チラシ 50％
・知人の紹介 0％
・不明（記入なし） 50％
②参加した理由は何ですか？
・クラシックを聴く機会 17％
・昨年度参加して良かった 17％
・あべさとこさんを知っている 17％
・不明 50％
③公開講座の感想をお聞かせください
・素晴らしい歌声に日常を忘れる一時でした
・素晴らしいの一言です。こんな時間を過ご
せたことに感謝しています
・オープニングの曲は素晴らしかったです
・本物の歌が聴けてとても感動しました。映
像も工夫を凝らしていて良かった。
④今後の公開講座の企画に関してご要望・ご意
見をお聞かせください
・公開講座はもっと固いイメージがありまし
たがこんな経験ができる講座をもっと増や
してほしい。もっと多くの方に教えたい
・光と音のファンタジアを楽しませていただ
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きました。続けてほしいです
このように、一般受講者の多くの皆さんから
感性デザイン学部の公開講座に感動した旨の回
答をいただきスタッフ一同感激しております
写真 3.7.2 講師のあべさとこ氏（右）
講師の母あべのりこ氏（左）
 最後に、10 年間の長きにわたって感性デザイ
ン学部公開講座「音と光のシンフォニィー あ
べさとこリサイタル感性の歌声」をお引き受け
ていただいた八戸工業大学非常勤講師･阿部訓子
氏に心からの敬意と感謝を表したいと思います。
『10 年間、本当にありがとうございました。心
から感謝申し上げます。』
3.8 「多脚歩行ロボットを作ろう！」
開催部局：工学部 機械情報技術学科
開催日時：11月 1日（土）9:00～13:10
開催場所：八戸工業大学 機械情報技術専門
棟M205
参加者数：30名（13組）
1はじめに
ロボットには、1)車輪型，2)クローラ型，3)脚
型の移動のための機構が存在する。車輪型移動
ロボットは最も移動のためのエネルギーが少な
く済むが、不整地で移動することは困難である。
クローラ型移動ロボットの移動機構は、車輪型
と比較してエネルギー効率は劣るものの設置面
積が広いため不整地を移動することが可能であ
り、多くの災害対応ロボットに適用されている。
脚型移動ロボットは、足先のストロークが大き
いために不整地に適応するが、エネルギー効率
は著しく低く、制御も困難である。また、ロボ
ットの移動機構としてその他の機構が開発され
ているが本稿では紙面の都合から割愛する。
本稿では，平成 26年 11月 1日（土）に八戸工
業大学で開催された公開講座の内容を解説する
ものである。公開講座では、多脚移動機構とし
てテオ・ヤンセン氏が考案した「Strandbeest」と
いう作品を教材として用いることにした。
2多脚移動機構について
Strandbeestは、1自由度の回転アクチュエータと
リンク機構で構成されるシンプルな多脚移動機
構である。（図3.8.1）
図 3.8.1 中央の赤いクランクを回転させること
で、脚全体が歩行運動をはじめる機構になって
いる。この機構は、シンプルなリンク機構で構
成されているにも関わらず、歩行という複雑な
運動を生成できることに面白味があり、公開講
座の内容として適切なものである。
3公開講座における取組
公開講座では、図 3.8.2 に示すようにアクリル
板をレーザー加工機で加工した部品を用意し、
受講者に組立てさせた。参加者は 13組 30名であ
った。時間の都合から、図 3.8.2 に示すギア BOX
とリモコンは主催者で組立て済みであった。図
3.8.3 に組立ての様子を示す。図 3.8.4 は、完成し
た多脚歩行機構の全体図である。
図 3.8.1 テオ・ヤンセンのビースト機構の歩行 
動作[1]
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
図 3.8.3 多脚歩行機構の組立ての様子

図 3.8.4 完成した多脚歩行機構
4おわりに
時間内に 13組 30名の全員が組立てを終え、動
作試験をすることができた。
参考文献
1）http://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/1204/25/news006.html, 1/7, 2
015.
3.9 「おもしろエネルギー工房」グリーンエ
ネルギーで自動車を動かそう」
開催部局：工学部 電気電子システム学科
開催日時：11月 1日（土）9:00～12:00
開催場所：八戸市総合福祉会館「はちふくプ
ラザ ねじょう」第 1教室
参加者数：29名（15組）※保護者を含む
1目的
東日本大震災、福島第一原発事故を経て、グ
リーンエネルギー（再生可能エネルギー）に対
する人々の関心が急速に高まっている。この関
心の高まりは子供にまで及んでおり、グリーン
エネルギーを題材にした理科教室などが各地で
開催されている。
電気電子システム学科では、これまで、「お
もしろロボット工房」と題して、電子工作技術
や「ものづくり」の楽しさを伝える活動を続け
てきた。こうした電子工作系の公開講座を開催
することで、初等教育時点から学校教育では不
足しがちな実験や工作などの、いわゆる「自分
の手を動かして学ぶ」機会を設けてきた。我々
は、子供が自分の手を動かして学ぶことで、理
系科目への興味を喚起することができたと考え
ている。実際に、これまで開催してきた「おも
しろロボット工房」は、いずれの回も盛況のう
ちに終えることができた。
本年度は、グリーンエネルギーへの関心の高
図 3.8.2 多脚歩行機構の部品
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まりを受けて、「おもしろエネルギー工房」と
題して、エネルギー関連教材の工作教室を開催
した。エネルギー関連教材を室内開催するにあ
たり、いくつかの課題を解決した上で実施した
経過について報告する。
2概要
例年、本講座の対象者は小学生（保護者同
伴）～中学生程度を想定した電子工作的な内容
としている。今年度については、①街中の開催、
②小学生以上の参加者、③グリーンエネルギー
をテーマとした電子工作、というコンセプトで
実施した。
①「街中の開催」については、遠方からの参
加者に配慮したためである。本学は八戸市の中
でも階上町近くに位置するため、八戸市の西部
地域や新興住宅地域からは来づらいという声が
聞かれていた。そのため、本年度は八戸市総合
福祉会館を会場として、来場者の利便性を図っ
た。
②「小学生以上の参加者」については、例年、
この企画を楽しみにしている小学生を考慮した
他、児童・生徒の理科系科目への興味喚起も目
指している。小学生年次から理科系科目に関心
を持つことは、成年以降に理工系企業に就職す
ることが期待される。
③「グリーンエネルギーをテーマとした電子
工作」については、現在の小学生は、テレビ等
を通じて、グリーンエネルギーの重要性を認識
している。そのため、グリーンエネルギーを小
学生向けのテーマとして取り扱っても、充分に
興味を喚起できるであろうと考えた。グリーン
エネルギーとしては熱電変換素子による発電を
選択することとした。太陽電池など他の方式で
は、開催時期と場所を考えると、ミニカーを駆
動できるほどの電力を発電することは困難であ
ろうことが理由であった。
今年度は、アーテック社の「ペルチェ素子自
動車」というミニカーを題材に、熱電発電素子
を搭載することとした（図 3.9.1）。「ペルチェ
素子自動車」は、プラスチック製の自動車キッ
トに、太陽電池や熱電変換素子を搭載・発電す
ることで、ミニカーのモータを動作させる。
標準で添付されていた熱電変換素子は、お湯
と氷の間に素子を設置して温度差を得る方式で
あった。この方法では、数十℃程度の温度差し
か得られないことが多い。また、ミニカーのモ
ータがプラスチックモデル用の小型モータであ
ったことも問題であった。プラスチックモデル
用の小型モータは、比較的、大きな電流を必要
とする。こうしたことから、熱電変換素子によ
る発電では小型モータを動作させられないこと
が考えられた。
今回の公開講座では、熱源をお湯からロウソ
ク（の炎）に変更した。それにともない、熱電
変換素子を固定する治具を作製、プラスチック
製の車体に搭載した。
当日の講座は根城教授、佐々木講師、花田講
師、上野技手および石山が担当した。石山が司
会を務め、その他の教職員が受講者をサポート
する形で進行した。さらに、学生 4名に技術補助
として協力してもらった。
図 3.9.1 電気電子システム学科公開講座のチラシ
表 3.9.1 に本講座のプログラムを、図 3.9.2 に本
講座の様子を示す。当日は熱電変換素子を用い
て、ペルチェ効果やゼーベック効果の実演と実
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験を実施し、そののち、ミニカーの本体部分の
製作、最後に熱電変換素子を搭載した。
受講者の大半は小学生であったため、ペルチ
ェ効果やゼーベック効果については非常に興味
を持って、実験に参加してくれた。また、ミニ
カーの工作は難しいものではないが、パーツを
付け間違う参加者も見受けられた。こうした面
を教職員及び学生にサポートしてもらい、全て
の参加者がミニカーを完成・熱電変換により動
作させることができた。当初の予定より、ミニ
カーの工作に時間がかかったことから、講座の
最後に予定していた競技会を実施することはで
きなかった。
表3.9.1 公開講座プログラム
時間 内容
8：45～ 9：00 受付
9：00～ 9：05 開会式
スタッフ紹介
スケジュール説明
9：05～ 9：35 ペルチェ効果、ゼーベッ
ク効果の実演と実験
9：35～ 9：45 休憩
9：45～10：30 ミニカー組立1
10：30～10：40 休憩
10：40～11：15 ミニカー組立2
11：15～11：30 アンケート記入・回収
閉会式
図 3.9.2 ミニカー作製の様子
 3受講者の反応
受講者に対して本講座に関するアンケート調
査を実施した。なお、参加者29名に対し、アンケ
ート回答者数は15人となっている（1参加家族で1
枚の回答）。
参加理由に関しては表 3.9.2 に示すとおり、
「内容が面白そうだから」が最も多く、次いで
「電子工作に興味があったから」であった。講
座の趣旨にご賛同いただけたとともに、グリー
ンエネルギーへの関心の高さが伺える。
難易度に関しては、表 3.9.3 に示すとおり、す
べての参加者が「分かり易かった」と回答して
いる。熱電変換素子を事前にモジュール化した
ことで、難しさがなくなったためであろう。た
だし、講座の満足度についても、表 3.9.4 に示す
通り、良好な結果が得られたので、難しさがな
くなったことが良い方向に働いたのだろう。小
学校低学年が中心の参加者であったため、内容
が難しくなかったことが、参加者に好評であっ
たモノと考えられる。
以下に、参考資料としてアンケートに書かれ
ていた受講者の感想の一部を記す。今後への参
考としたい。
・電気を使った料理器具を作ってみたい。
・とても楽しく学べました。
・大人向けの電子工作講座。参加費を安くして
欲しい。
・4足歩行ロボットを作ってみたい。
・ラジコンを作ってみたい。
表 3.9.2 参加の理由（複数回答あり）
回答 回答数
講座の内容が面白そうだったから 12
子供と一緒に参加できるから 2
受講料が安かったから 1
電子工作に興味があったから 8
その他 0
表 3.9.3 講座の難易度
回答 回答数
分かり易かった 15
どちらとも言えない 0
分かりにくかった 0
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表 3.9.4 講座の満足度
回答 回答数
期待通りであった 15
どちらとも言えない 0
期待はずれだった 0
 4課題他
本学科の公開講座は、昨年までの流れを踏襲
して、電子工作にグリーンエネルギーを組み合
わせる形式で実施した。本年度に実施した講座
の特徴として、ペルチェ効果やゼーベック効果
などの物理現象の実演に力点をおいたことが挙
げられる。本公開講座は受講生の中心として小
学生（および付き添いの保護者）を想定してい
るため、物理現象の実演が受け入れられるかが
気がかりであったが、参加者は興味を持って受
講してくれた。
会場については初めて使う場所であったため
容量の点で心配であったが、電子工作をする上
では、ちょうど良い参加者数であった。もちろ
ん、実験装置などについては、事前に充分な準
備をした上で臨んだことも講座を成功に導いた
一因である。この点について、各教員・職員の
協力に感謝したい。
今回、テーマとして取り上げた「グリーンエ
ネルギーと電子工作」については、参加者から
一定の評価をいただけた。この結果をもとに、
次年度以降も、より充実した内容の講座を実施
していきたい。
3.10 スマホアプリ作成講座
開催部局：工学部システム情報工学科
開催日時：11月 1日（土）・2日（日）
両日 9:30〜16:00
開催場所：八戸工業大学 システム情報工学
専門棟 I103
参加者数：8名
1講座の目的
 スマートフォンの普及につれてスマートフォ
ン向けのアプリケーションの開発環境が充実し
てきており、中には比較的簡単に利用できるも
のも含まれている。そこで本講座では、そのよ
うな開発環境のひとつである Corona SDK を用い
てスマホアプリを開発する入門講座を企画した。
 Corona SDKは、Lua言語という、それほど普及
はしていないが初学者が学習しやすい言語を用
いて開発を行うもので、Android と iOS のアプリ
ケーションを同一のプラットフォームで開発す
ることができることが大きな特徴となっている。
また、物理エンジンが組み込まれており、物理
演算を行うシミュレーションなどを驚くほど簡
単に作成することができる。
2概要
 本講座は 11月 1日(土)と 2日(日)の 2日間にわ
たって開催された。受講料は無料とし、募集人
員は 16 名である。講座の内容は表に示す通りで
あり、開発環境である Corona SDK の使用方法の
学習，開発言語であるLua 言語の文法学習、スマ
ホアプリの開発を行った。
表 3.10.1 講座実施内容
時間 内容
1日目
9:30〜10:30 開発準備
10:30〜12:00, 13:00〜14:30 Lua言語の文法学習
14:30〜16:00 プログラミング実習
2日目
9:30〜12:00 プログラミング実習
13:00〜16:00 アプリ作成
図 3.10.1 講座の実施状況
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
図 3.10.2 アングリーピッグ実行画面
講座には同じ開発環境での開発経験をもつ 4年生
を 4名配置し、初級者レベルの参加者にはほぼつ
きっきりでパソコンの基本操作の段階から補助
を行った。
 作成したアプリは、「エイサー太鼓」と「ア
ングリーピッグ」の 2 つである。「エイサー太
鼓」は画面をタップすると太鼓の音声を再生す
るもので、タップ位置により高音と低音を鳴ら
し分けるものとなっている。
 「アングリーピッグ」は iPhone で人気の「ア
ングリーバード」をもじったゲームであり、ド
ラッグして引っ張ったブタを鳥にぶつけるゲー
ムである。物理エンジンを用いたゲームであり、
オブジェクトを配置して、ブタにドラッグした
量に応じた力を加えるコードを書くことで、以
降の衝突の状況などは自動的に計算される。
3受講者の反応
 受講者の年齢構成は、30 代が 3 名と最も多く、
20、40、50、60、70代がそれぞれ 1名であり、男
性 5名、女性 3名であった。比較的若い世代が多
かったが、高齢者も含まれる構成となっていた。
 アンケートの主要な項目をまとめると以下の
通りである。
 講座の開催については、新聞の折り込み広告
をみて知った方が 7名と最も多く、残りの 1名は
大学祭の際に学科の掲示をみてであった。
 講座に申し込んだ動機としては、スマホアプ
リ制作に興味を持ってが多数であり、スマホの
普及によりアプリ作成への興味が高まってきて
いることがうかがえた。
 講座の内容への満足度は比較的高く、満足、
やや満足が 5名であったが、難易度としては高い
との評価が 7名であり、入門レベルのあたりから
丁寧に解説する必要性を感じた。
4課題
 講座の内容は高校生を対象に何度か実施して
実績を積んだものではあったが、同じ初級者レ
ベルでも、高校生の方が飲み込みが早いようで、
高齢者を含む社会人を対象とするには内容の見
直しが必要と思われる。
 また、自分のアイデアを形にしたいという受
講者の要望に対応するには時間が少なかったこ
とから、中級レベル、上級レベル向けに継続的
に講座を実施することも検討したい。
3.11 親子で作るクリスマスオブジェ（制作体
験講座）
開催部局：感性デザイン学部  感性デザイン
学科
開催日時：12月 7日（土）14:00～16:30
開催場所：八戸工業大学 感性デザイン専門
棟K206
参加者数：親子 9組 21名

図 3.11.1 本公開講座ポスター
1目的
本講座は、工芸作品の制作を通じて感性デザ
イン学部の教育・研究活動に親しむことと震災
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の心を癒すことを目的として開催された。
親子での制作活動は、これで 5年目を迎える。
例年、受付期間満了前に定員に達するほどに
好評の企画で、開催の要望が多いため、今年度
もほぼ同内容で実施することとした。
今年度の受講者（表3.11.1）の内訳は、親子9組
（保護者9名、子ども12名、計21名）である。

表 3.11.1 受講者
保護者
受付
番号
氏名 氏名 年齢 氏名 年齢 ツリー ハウス
ツリー＆
ハウス
1 A a 9 1 八戸市
2 B b 10 1 五戸町
3 C c 7 1 五戸町
4 D d 6 1 八戸市
5 E e 7 1 八戸市
6 F f 8 g 5 2 八戸市
7 G h 7 i 5 1 1 八戸市
8 H j 7 k 5 2 八戸市
9 I l 14 1 八戸市
子ども1 子ども2
住所
制作オブジェ個数
2概要
本講座では、ペットボトルと紙粘土、LED ラ
イトを主な素材とし、クリスマスにふさわしい
オブジェを制作した。
スタッフとしては、a教員スタッフ 6 名、b
学生スタッフ 10 名（3 年 3 名、2 年 3 名、1 年 4
名）である。
教員スタッフは全体の総括、進行、記録、準
備･手配、制作支援、等を担当、学生スタッフは
今年度全員女子学生となったが、9 組のご家族の
作業テーブルに 1名づつ付き親子の制作支援を担
当した。
参加者の子どもさんは小学校低学年以下の子
どもさんが多いということで、カッターナイフ
等の使用は危ないので、スタッフで事前に土台
となるボードやペットボトルの一部を加工して
用意し、小さな子どもさんにも配慮している。
 参加者に配布する材料としては、表 3.12.2 に示
すとおりであるが、その他にカッターナイフ、
マット、ニードル、木工ボンド、筆、水入れ、
雑巾、等を用意している。
表 3.11.2 材料表
【ハウス】 【ツリー】 【ハウス＆ツリー】
ペットボトル 角2ℓ：1個
丸1.5ℓ：1個
350mℓ：1個
角2ℓ：1個
丸1.5ℓ：1個
350mℓ：1個
紙粘土 2個 2個 4個
ハレパネ 20×14cm 20×14cm 24×16cm
LED型ライト 1個 1個 2個
材料費 500円 500円 1000円
具体的な作業手順は以下の通りである。
① ペットボトルの下を水平に切り落とす。【ツ
リー】は幹の部分のペットボトル(小)も用意
②紙粘土をできるだけうすくのばし、全体には
りつける。【ハウス】は煙突、【ツリー】は
星なども作成。ぬれた手で表面をなでてなめ
らかにする
③②が少し落ち着くまで、残った紙粘土で、雪
だるま、ミニツリー、装飾などを作る
④つまようじかカッターで、窓、模様、文字な
どをくりぬく
⑤水をつけた筆で、残った紙粘土を拭き取る
⑥土台のパレパネに綿を敷く
⑦好みで絵の具をぬる
⑧LED ライトの電源を入れ、⑥にセットし、③、
⑦をのせて完成
⑨残った紙粘土は持ち帰って、好きな飾りを追
加しよう
3受講者の反応とまとめ
 一般受講者に対してのアンケート調査結果は
以下の通りである。
①公開講座をどのように知りましたか？（複数
回答）
 ・新聞チラシ            62.5％
 ・知人の紹介            50.0％
 ・不明（記入なし）         0.0％
②参加した理由は何ですか？（複数回答）
 ・工作体験に興味を持った      75.0%
 ・親子参加に興味を持った      37.5%
 ・ｸﾘｽﾏｽｼｰｽﾞﾝに適した企画だった   50.0%
 ・感性デザイン学部に興味があった  12.5%
 ・参加しやすい開催日時だった    25.0%
③公開講座の感想をお聞かせください
 ・子どもにも作業しやすくクリスマスらしい
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オブジェになってとても良かった
 ・子どもに進路･進学等を大学構内に入いるこ
とで刺激を与え教えたかった
 ・昨年に続きの参加ですが今年は始めから最
後まで子供の力で頑張ってとても良かった
 ・子供たちが伸び伸びと作品作りに集中して
いてとても良かった
 ・久しぶりに工作に夢中になりました。子供
も楽しかったようです
 ・子供の発想のまま自由に制作していました。
取り組む姿が見られてとても良かったです
④今後の公開講座の企画に関してご要望・ご意
見をお聞かせください
 ・高学年（中学生等）向けの講座もあるので
すか。今後も参加したいと思いました
 ・夏休みの工作のアイディアになるような講
座ができたらうれしいです
 ・親子で参加できるのはうれしいです。また
機会があれば参加したいです
 このように、一般受講者の多くの皆さんから
感性デザイン学部の公開講座に感謝する旨の回
答をいただきスタッフ一同感激しております。

図 3.11.2 作り方
写真 3.11.1 学生のサポート
写真 3.11.2 完成した作品（室内点灯時）
写真 3.11.3 完成した作品（室内消灯時）
最後に、学生スタッフとして子供たちと上手
く・楽しくコミュニケーションを取りながら熱
心に手伝ってくれた五十嵐七果さん、宇野春香
さん、松本彩さん、磯島遥さん、田中多恵子さ
ん、我妻しのぶさん、上野美貴さん、今田香菜
子さん、千葉彩乃さん、豊川紗綾さんに感謝い
たします。





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4.まとめ
今年度は「防災・震災復興・地球温暖化対
策・環境・エネルギー」をメインテーマとし、
「おもしろエネルギー工房」グリーンエネルギ
ーで自動車を動かそう」の製作をはじめ、各部
局で工夫の凝らした 12 の講座が実施され、延べ
約 341名の参加者を迎えることが出来た。ものづ
くり講座を中心に複数の講座で今年度も定員を
超えた参加申込があり、人気の高かった講座で
はその対応に苦慮したようだ。また、「学校の
防災力を高めるための副読本・指導方法に関す
る研修会」では、東日本大震災後の学校の防災
力を高める一環として行ってきた防災教育に関
する研究成果を地域に還元するために、小中学
校の先生方を対象とした防災教育の取り組み方
に関する公開講座を八戸市教育委員会と共催で
開催した。
さて、公開講座開催に際しては、青森県をは
じめ多くの機関からの協力を頂いている。部局
ごとの 12講座に対して 14機関（青森県、青森県
教育員会、八戸市、八戸市教育委員会、NHK 青
森放送局、東奥日報社、デーリー東北新聞社、
青森テレビ、RAB 青森放送、青森朝日放送、八
戸テレビ放送、コミュニティラジオ局 BeFM、
FM 青森、青森県工業技術教育振興会）から後援
を頂いた。さらに、あおもり県民カレッジの講
座として登録することによって、青森県総合社
会教育センター発行の諸冊子、広報紙、ホーム
ページ等に本公開講座の案内が掲載され、あお
もり県民カレッジ受講者の参加も得ることがで
きた。
 本学の公開講座は、毎年、延べ 300～400 名の
受講者を受け入れ、生涯学習の機会を提供する
とともに、地域と大学の相互理解をより高める
ものとして機能している。
最後に、ご協力を頂いた上述の関係機関なら
びに実施に携わられた全ての教職員の皆様に感
謝いたします。
要 旨
平成 26 年度八戸工業大学公開講座が開催され、研究教育成果を反映した講義や実習を広く地域
の市民へ公開した。公開講座は本学が北東北の工科系高等教育機関として教育研究の成果を広く公
開し、地域の発展に寄与するとともに、生涯学習の機会を提供し地域の市民と交流を図ることを目
的とする。今年度も「防災・震災復興・地球温暖化対策・環境・エネルギー」をメインテーマとし
て、「学校の防災力を高めるための副読本・指導方法に関する研修会」、「多脚歩行ロボットを作
ろう！」、「スマホアプリ作成講座」や「自然エネルギーに関するサイエンスカフェ」など全学
科・部局がそれぞれの特色を生かした講座を企画し、今年度は合計 12 件の講座による実施となっ
た。延べ約 341名の受講者を迎え、成功裏に終了した。
㻌
キーワード㻌㻦㻌2014公開講座，エネルギーと環境㻌
